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勉強会・研修会・交流会の開催
• これまで70回以上開催。延べ２,０００名以上参加。

• Chat GPT、Web採用マーケティング、介護施設の業務改善など

ワンストップ経営サポート
• 人材支援（採用・定着・育成）、助成金補助金、デジタ

ル化・ICT化、新規事業、経費削減など

介護福祉事業者支援の専門家集団『サスケアリンク』

経営相談
• 介護福祉医療事業者をメインに様々な業種の方５００社以上の相談対応

2020年11月11日発足 100社140名在籍 介護福祉事業者の様々なサポートを実施





介護福祉事業者の
７つの大きな悩み・相談事 IT化やデジタル

化をどこから手を
付けてよいかわ

からない人材不足を
解消したい

（管理者クラスや
若い人材等）

人件費を適正化
したい

収益性・生産性
を改善したい

Web・SNS・採用な
どの業務を内製
化、ノウハウ取得

したい

スタッフ間の
人間関係を

円滑にしたい

サービスの質を
向上したい

助成金補助金を
有効活用したい

ＤＸで

課題解決

私たちは、ＤＸを

『組織（企業）が自分たちで

データを正確に分析して、

その課題を明確にして、

適切に改善していく

自走力を身に付けること。』

だと考えます。

そのための伴走支援するのが

サスケアリンクです。
ＤＸ推進のための人材育成に「人

材開発支援助成金」を

活用しましょう（最大1億円）



DX化の必要性から、有効性

をわかりやすく理解頂き、実
践的にDXを進められます。

ＤＸを学びたい

ＤＸ認定制度取得を通じ
てＤＸ推進したい

Microsoft365系のソフト
（Chat GPT、Excel、

PowerPointなど）を学び、
業務の生産性を向上

ＤＸ化に必要なITリテラ
シーを高めたい

採用などのWebマーケティン

グや静止画動画の撮影編集
を学び、採用や集客につな

げられます。

外注していたWeb（SNS
も）関連の業務を内製化

したい

①介護福祉の専門家が集まり、

実践的なプログラム開発

②貴社のニーズにあわせた

オーダーメイド型の

カリキュラムを提供

③質疑応答、グループワークなど

コミュニケーション重視

サスケアリンクＤＸ研修の強み

サスケアリンクのＤＸ研修を活用して自社のＤＸを推進していきましょう

※人材開発支援助成金の申請はサスケアリンク知恵袋会員の社労士がお手伝いします（有料）



サスケアリンクのＤＸ研修ラインナップ例

※ご要望に応じてカスタマイズ可能なプログラムもございます。ご相談下さい。

DX研修 ベーシック （1回 3時間）

内容 DXの重要性・推進方法を学ぶ
対象者 経営幹部、管理者クラス

DX認定取得研修ベーシック（1回 3時間）

内容 DX認定取得のための手法を学ぶ
対象者 経営幹部、管理者クラス、実務担当者

ITツール活用研修 各種
目的 リテラシー向上や内製化など
内容 実践的に活用できるようにする
対象者 経営幹部、管理者クラス、実務担当者
時間数 1コマ 2時間～４時間

Microsoft365研修

Excel研修 Power Automate 研修

PowerPoint研修 Chat GPT研修 など

Webの活用（採用マーケティング）

Webの活用（写真、動画）

Webの活用（SNSの活用）

Webの活用（サイトの制作・更新） など

DX研修 ミドル（1回 4時間×3回）

内容 DX推進のための実践的手法を学ぶ
対象者 経営幹部、管理者クラス、実務担当者

ＤＸ推進に向けた実践研修 ITツールの活用に向けた実践研修

※以下は上記DX研修ベーシック修了者向けとなります

DX認定取得研修ミドル（1回 4時間×3回）

内容 DX認定取得のための実践的手法を学ぶ
対象者 経営幹部、管理者クラス、実務担当者



サスケアリンク講師陣

2012年よりMicrosoftのクラウド
セールスを始め、DXの考え方に日本
中に展開し、トップセールスとなる。
世界中のMicrosoft代理店の中から
トップセールスだけが招へいされる会
議に参加。
WORK STYLE BOOKが評価される。
特にWorking makes happinessの
考え方は世界中に紹介される。

■令和2年度 AMED ロボット介護機器開発・標準化事
業にて『ケアマネジメントサイクルを活用した業務時間
分析システムに関する研究開発』が採択。
■令和5年度 地域DX促進活動支援事業にてデジタル専
門家として参画する「四国DX推進コミュニティ」が採択。
医療・介護・障害分野のDX認定取得支援を担当。
事業収支・勤務シフトを主とした簡易経営分析からス
タートし、データを根拠としたビジョン・戦略策定を支
援

ＤＸ・採用Webマーケティング・Webを活用したSNSマーケティング・バックオフィスの自動化など様々な専門
家が多数在籍し、皆さんをサポートいたします。



研修費
1,000,000円

研修費1,000,000円-助成金865,200円＝134,800円で受講可能

助成金
865,200円

雇用保険の被保険者が対象

1回の申請で合計10時間以上の受講が必要。1年度で3回まで申請可能



訓練時間:2３時間（全８回）オンライン（3部のみ訪問）
訓練経費:979,000円（税込）（３名受講）

【第５部】デジタルツール活用（Microsoft365）（4回9時間）
第1章 Excel 第2章 PowerPoint
第3章 Power Automate 第4章 ChatGPT

【第3部】写真、動画ミドル（4時間）
第1章 企画構成 第2章 スマホ撮影
第3章 スマホ編集 第4章 Webへのアップロードと発表

【第4部】SNSの活用（4時間）
第1章 各SNSの特徴・マーケティング動線の設計
第2章 SNSで発信するべき内容とは？
第3章 競合及び伸びている発信のリサーチ方法
第4章 オススメのコンテンツ作成方法

Webマーケティングの活用ＤＸ研修カリキュラム（全8回23時間）

【助成金を活用したＤＸ研修例】

3名受講の場合の実質負担金:178,510円(59,503円/名）
（経費助成734,250円 賃金助成:66,240円）

【第1部】ＤＸベーシック（受講必須/ 3時間）
第1章 DX化が求められている背景
第2章 DX化で目指す姿
第3章 事例で学ぶロボットICTの活用
第4章 DX化の進め方①
第5章 DX化の進め方②

【第2部】採用マーケティング（3時間）
第1章 Web採用戦略とは
第2章 Web採用手法
第3章 採用・定着のマーケティング手法
第4章 実践的な管理手法



訓練時間:20時間（全7回）オンライン（3部のみ訪問）
訓練経費:814,000円（税込）（３名受講）

【第1部】ＤＸベーシック（受講必須/3時間）
第1章 DX化が求められている背景
第2章 DX化で目指す姿
第3章 事例で学ぶロボットICTの活用
第4章 DX化の進め方①
第5章 DX化の進め方②

【第2部】デジタルツール活用（Microsoft365）（4回9時間）
第1章 Excel
第2章 PowerPoint
第3章 Power Automate
第4章 ChatGPT

【第3部】写真、動画ミドル（4時間）
第1章 企画構成
第2章 スマホ撮影
第3章 スマホ編集
第4章 Webへのアップロードと発表

【第4部】SNSの活用（4時間）
第1章 各SNSの特徴・マーケティング動線の設計
第2章 SNSで発信するべき内容とは？
第3章 競合及び伸びている発信のリサーチ方法
第4章 オススメのコンテンツ作成方法

Webマーケティングの活用ＤＸ研修カリキュラム（全7回20時間）

【助成金を活用したＤＸ研修例】

3名受講の場合の実質負担金:145,900円(48,633円/名）
（経費助成:610,500円 賃金助成:57,600円）



訓練時間:15時間（全6回）オンライン
訓練経費:539,000円（税込）（３名受講）

【第1部】ＤＸベーシック（受講必須/3時間）
第1章 DX化が求められている背景
第2章 DX化で目指す姿
第3章 事例で学ぶロボットICTの活用
第4章 DX化の進め方①
第5章 DX化の進め方②

【第2部】デジタルツール活用（Microsoft365）（4回9時間）
第1章 Excel
第2章 PowerPoint
第3章 Power Automate
第4章 ChatGPT

【第3部】DX認定取得研修ベーシック（3時間）
第1章 DX認定制度とは必要プロセス
第2章 DX認定制度取得の必要プロセス
第3章 セキュリティ診断
第4章 ＤＸ自己評価

ＤＸ認定・デジタルツール研修カリキュラム（全6回15時間）

【助成金を活用したＤＸ研修例】

3名受講の場合の実質負担金:91,550円(30,517円/名）
（経費助成:404,250円 賃金助成:43,200円）



相談・受講・助成金受給までの流れ

まずはサスケアリンクまでご相談下さい
メールまたは相談問い合わせフォームよりご連絡下さい

受講相談
講座提案
受講申込

都道府県窓口にて助
成金申請をお願いし
ます

ご要望に応じて提携
社労士が申請サポー
トを致します

申請終了後に受講料
をお支払いください

助成金申請～認定

まずはサスケアリンク
にご相談下さい

お話を伺い、最適な
講座をご提案します

ご納得の上受講申し
込みをお願いします

申請が受理されて３０
日後から受講可能で
す

受講終了後２か月以
内に助成金受給申請
が必要です。

受講開始終了 助成金支給申請
受給

必要資料を提出

労働局が審査の上、
支給不支給を決定し
ます。

提出後２か月～６か
月で受給可能となりま
す。



お問い合わせ・説明会参加など
お気軽にご連絡ください

サスケアリンク
https://suscare.net
Mail : info@suscare.net
Tel : 050-8880-8677
本部事務局：名古屋市中村区名駅5-23-17 
東京事務局：東京都江戸川区鹿骨1-22-8-1F
関西支部：京都市伏見区風呂屋町265（賢誠総合法律事務所内）

四国事務局：愛媛県松山市南斉院町1108-2-302 


